
風
信

は
じ
め
に

　

六
年
生
に
な
っ
て
、
総
合
学
習
の
時
に「
西
山
街
道
」を
調
べ
る
う
ち
に
長
崎
に
も
城
が
あ
る
こ
と
を

知
り
驚
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
長
崎
市
内
に
は
他
に
も
城
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
夏
休
み

に
母
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
市
内
各
所
の
資
料（
本
）に
書
い
て
あ
る
場
所
を
周
っ
て
み
ま
し
た
。
わ

か
ら
な
い
事
に
つ
い
て
は
、
長
崎
歴
史
文
化
協
会
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、ま
と
め
た
も
の
を
今
年（
平
成
24
年
）「
第
11
回　

城
の
自
由
研
究
コ
ン
テ
ス
ト
」（
埼

玉
県
）に
応
募
し
ま
し
た
。
賞
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
　
福
田
地
区

1
．
福
田
城　
福
田
漁
港
の
上
の
山
に
あ
り
、山
頂
付
近
に
福
田
城
の
説
明
板
が
あ
っ
た
。
近
く
に
は
、

丸
石
で
築
か
れ
た
石
塁
の
跡
ら
し
き
物
が
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
天
満
宮
が
あ
り
、
そ
こ
で
聞
い
た

ら
城
の
名
前
が
分
か
ら
な
い
の
で「
古
城
」と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
。『
日
本
城
郭
大
系
第
17
巻
』を

み
た
ら
、「
出
丸
」と
書
い
て
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に
建
て
ら
れ
た
福
田
氏
の
居
城
跡
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

2
．
舞
岳
城　
手
隈
・
式
見
両
村
を
見
お
ろ
す
事
の
で
き
る
要
害
地
に
あ
る
。
福
田
氏
、
樒し
き
み
氏
と

の
領
地
争
い
の
時
に
造
ら
れ
た
と『
福
田
郷
村
記
』に
書
い
て
あ
っ
た
。（
天
正
十
四
年
─
一
五
八
六

　

築
）中
腹
に
丸
石
の
石
塁
が
あ
り
、
井
戸
も
あ
っ
た
。3．

三
根
城　

樒
氏
の
居
城
で
、
東
西

三
〇
間
、
南
北
四
八
間
、
東
側
は
谷
で
、
川

が
流
れ
て
い
る
。

西
は
高
い
岸
、
西
北
に
堀
切
が
あ
っ
た
。
永

禄
年
間（
一
五
五
八
～
一
五
八
〇
）に
建
て
ら

れ
た
。

4
．
宮
尾
城　
手
熊
の
標
高
74
ｍ
の
丘
の
上

に
あ
り
、
福
田
大
和
守
の
築
城
で
天
正
末
年

頃（
一
五
九
一
―
）と
言
わ
れ
て
い
る
。
近
く
に

白
髭
神
社
が
あ
る
。
本
丸
は
東
西
三
四
間
、
南
北
三
〇
間
の
広
さ
で
、
北
に
用
水
が
あ
る
。
城

下
に
は
海
と
川
が
あ
る
。

B
　
城
山
地
区（
旧
渕
村
）

5
．
志
賀
城（
別
名
城
山
城
・
八
幡
城
）キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
氏
の
重
臣
志
賀
氏
の
居
城
で
、
現
在

護
国
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
神
社
の
方
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
に
城
が
あ
っ
た
と
は

聞
い
て
い
ま
す
が
、
原
爆
災
害
の
地
で
何
も
残
っ
て
い
な
い
。」と
の
事
だ
っ
た
。

C
　
浦
上
地
区

6
．
鳥
山
城（
別
名　

十
面
城
）浦
上
中
野
氏
の
城
で
標
高
1
9
3
m
の
山
に
築
か
れ
て
い
る
。
周
囲

は
断
崖
で
、
登
ろ
う
と
し
た
が
階
段
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
登
れ
な
か
っ
た
。

7
．
狭
田
城　
白
厳
山
の
上
に
あ
り
、
近
く
に
穴
弘
法
寺
が
あ
る
。
金
比
羅
山
に
道
は
続
い
て
い
た
。

周
囲
は
切
り
立
っ
た
崖
で
、
大
き
な
岩
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
。
途
中
に
石
塁
の
跡
も
あ
っ
た
。

山
頂
は
10
ｍ
×
6
～
7
m
位
の
平
地
で
文
明
堂
の
石
碑
が
建
っ
て
い
た
。

D
　
片
渕（
桜
馬
場
）地
区

8
．
城
の
こ
し
─
桜
馬
場
城（
別
名　

鶴
城
）桜
馬
場
中
学
校
の
上
、
標
高
1
0
1
m
の
山
に
建
て
ら

れ
た
。
山
頂
付
近
に
は
石
垣
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
城
の
下
は
城
下
町（
夫
婦
川
町
）が
あ
っ

た
そ
う
で
、
そ
こ
に
は
春
徳
寺
が
あ
っ
た
。

9
．
焼
山
城　
城
の
こ
し
山
の
つ
づ
き
標
高
1
9
0
m
に
建
て
ら
れ
た
長
崎
氏
の
城
。
城
の
こ
し
側
を

大
手
、
後
ろ
の
谷
側
を
搦か
ら
め
て手
、
後
方
に
用
水
の
出
る
大
久
保
が
あ
っ
た
。
城
の
大
き
さ
は
広
い

所
で
幅
43
ｍ
、
長
さ
1
5
0
m
だ
っ
た
。
城
跡
地
は
打
ち
込
み
ハ
ギ
の
石
垣
が
築
か
れ
て
い
た
。

E
　
深
堀
地
区

10
．
俵
石
城　
城
山
に
建
て
ら
れ
た
深
堀
氏
の
居
城
。
俵
石
の
石
層
が
あ
る
。
こ
の
城
は
館
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
た
室
町
時
代
初
期
に
造
ら
れ
た
古
い
城
だ
そ
う
で
、
山
頂
に
は
石
塁
が
多
く
残
っ

て
い
た
。
道
が
分
か
ら
ず
、
登
れ
な
か
っ
た
。

11
．
水
木
城　
深
堀
氏
の
城
で
、
大
久
保
山
の
上
に
建
て
ら
れ
た
。
資
料
も
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、

登
る
道
も
な
い
た
め
、
山
の
様
子
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

F
　
矢
上
地
区

12
．
矢
上
城（
別
名　

高
城
）矢
上
神
社
の
上
に
あ
っ
た
矢
上
氏
の
居
館
。
石
塁
は
三
段
積
で
、
下
か

ら
み
る
と
一
続
き
に
な
っ
て
い
て
急
降
配
。
ま
た
、
矢
上
城
山
城
は
高
城
の
近
く
に
あ
り
、
現
在

城
ノ
辻
公
園
の
看
板
が
か
か
っ
て
い
る
。

13
．
戸
石
城　
矢
上
普
賢
岳
の
中
腹
に
あ
り
、
急
階
段
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
城
は
矢
上
氏
が
諫
早

方
面
か
ら
攻
め
て
く
る
敵
を
見
張
る
た
め
に
造
っ
た
城
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戸
石
城
か
ら
橘

湾
一
帯
が
良
く
見
え
た
。

14
．
平
間
城
山
城　
平
間
地
区
は
、
矢
上
氏
と
古
賀
氏
、
山
を
越
え
る
と
浦
上
氏
と
も
交
わ
る
要
地

で
、
中
世
の
五
輪
の
塔
も
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
資
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

15
．
古
賀
城（
別
名　

空
閑
城
）古
賀
の
お
寺
の
前
の
山
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

ぼ
く
は
、
長
崎
市
内
の
城
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
あ
ま
り
遺
構
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
地
名

に「
城
」と
い
う
文
字
や
、「
城
」と
い
う
名
前
を
使
っ
て
い
る
所
が
多
く
あ
っ
た
。
遺
構
は
残
っ
て
い
な

く
て
も
、
城
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
事
が
今
も
伝
わ
っ
て
い

る
の
は
、
土
地
の
人
々
が
守
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

　
こ
の
夏
休
み
に
長
崎
中
の
古
い
城
跡
を
周
っ
て
山
に
行
っ
た

り
、
高
い
所
に
行
っ
た
り
す
る
と
、「
こ
こ
で
昔
の
人
は
海
を

見
は
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」「
こ
の
山
の
下
に
、
城
下
町
を

作
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」「
こ
の
山
の
周
囲
に
あ
る
谷
や
川
を
城

を
守
る
要
害
と
し
て
、
活
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
」と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
長
崎
市
内
に
は
、
お
隣
の
大
村
市
や
島
原
市
、
福

江
市
、
平
戸
市
に
あ
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
石
垣
を
も
っ
た「
お

城
」が
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
だ
っ
た
。
先
日
、
先
生
方
に
お

聞
き
し
た
ら
、
長
崎
の
お
城
は
大
き
な
石
垣
が
で
き
る
前
の

足
利
時
代
頃
の
城
跡
だ
か
ら
、
よ
そ
の
よ
う
な
立
派
な
城
跡
は
、
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

�

（
平
成
24
年　

夏
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
・
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

永
川
君
が
お
母
様
と
一
緒
に
今
年（
平
成
25
年
）3
月
の
終
り
頃
、
こ
の
研
究
発
表
を
持
参
さ
れ
ま
し

た
。
私（
越
中
）は
、此
の
報
告
書
を
見
て
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
早
速「
な
が
さ
き
の
空
」

に
掲
載
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
永
川
君
の
研
究
の
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
本
稿
で
は
其
の
概
要
を
ま
と
め
掲
載
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

（
事
務
局
よ
り
）

三
七
三
号　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
日

長
崎
市
内
の
古
い
城
あ
と

○
長
崎
の
八
月
と
言
え
ば
九
日
の
原
爆
忌
に
は
じ
ま
る
。
私
が
西
部
軍
よ
り
長
崎
に
帰
り
つ
い
た
九
月
三
日

に
は
長
崎
の
駅
舎
も
駅
前
の
家
も
全
て
焼
失
し
て
い
た
。

○
次
い
で
十
五
日
は「
盆
の
精
霊
流
し
」と
終
戦
の
日
で
あ
り
、
全
て
が
何
か
物
が
な
し
い
日
で
あ
っ
た
。
特

に
私
は
今
で
も
十
五
日
夜
の「
精
霊
船
の
も
ど
り
鉦か
ね
」の
音
を
聞
く
と
何
故
か
感
を
深
く
す
る
。

○
十
六
日
は「
光
源
寺
の
ユ
ウ
レ
ン
」ご
開
帳
の
日
で
あ
る
。
先
月
の「
な
が
さ
き
の
空
」記
載
の
古
屋
陸
夫
氏

寄
稿
の「
あ
め
や
の
幽
霊
考
」を
読
ま
れ
る
と
よ
い
。

○
七
月
の
水
曜
懇
話
会
で
、「
長
崎
俵
物
集
荷
」に
対
す
る
調
査
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
回
・
大
災

害
に
あ
わ
れ
た
仙
台
・
南
部
両
藩
の
東
北
三
区（
石
巻
・
気
仙
沼
・
吉
浜
）が
長
崎
貿
易
俵
物
の
生
産
地
で
、

そ
の
俵
物
は「
む
つ
大
平
湊
」に
集
荷
さ
れ
、
北
前
船
に
乗
せ
、
長
崎
ま
で
送
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
其
の
俵
物
集
荷
元
締
は
大
阪
回
船
御
用
大
問
屋
で
大
平
湊
在
住
の
山
本
理
左
衛
門
で
あ
り
、
元
文

三
年（
一
七
三
八
）と
記
し
て
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

○
俵
物
と
は
鮑
・
海な
ま
こ鼠
・
鱶ふ
か
ひ
れ鰭
の
干
し
も
の
で
、
長
崎
の
唐
船
貿
易
品
と
し
て
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

現
在
の
銅
座
町
十
八
銀
行
本
店
の
処
に
長
崎
奉
行
支
配
の
俵
物
荷
倉
が
あ
り
、其
の
記
念
碑
は
今
も
建
っ

て
い
る
。

○
今
回
の
之
の
俵
物
研
究
調
査
は
、
本
会
理
事
・
竹
之
下
憲
一
郎
氏
が
偶
然
に
も
、
大
震
災
六
ヶ
月
前
に
東

北
三
区
に
出
か
け
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
、
そ
れ
が
今
回
の
報
告
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
感
想
話

の
一つ
に
三
陸
海
岸
の
食
堂
で
食
べ
た「
鱶
ヒ
レ
入
り
ラ
ー
メ
ン
」は
特
に
美
味
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

○
私
達
は
之
の
懇
話
会
で
の
報
告
を
聞
き
、
長
崎
俵
物
を
通
じ
て
東
北
地
方
と
の
深
い
関
係
を
知
り
、
何

か
し
み
じ
み
と
胸
に
聞
え
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。

○
今
年
も
十
一
月
十
二・
十
三
日
を
中
心
に
名
古
屋
の
椙
山
女
学
園
高
校
の
生
徒
さ
ん
達
四
〇
〇
名
が
長
崎

平
和
都
市
文
化
研
修
旅
行
に
来
て
下
さ
る
と
の
連
絡
あ
り
。
そ
の
打
ち
合
わ
せ
に
加
藤
・
市
川
両
先
生

が
事
務
所
に
来
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
長
崎
研
修
来
訪
は
今
年
で
三
十
五
回
で
す
よ
と
言
わ
れ
た
。

○
今
月
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
長
崎
文
献
社
よ
り『
新
長
崎
こ
と
は
じ
め
』と『
長
大
写
真
集
』を
戴
く
。『
長
崎
こ
と
は
じ
め
』は
長
大
名

誉
教
授
後
藤
恵
之
輔
先
生
著
で
、長
崎
よ
り
始
ま
っ
た
各
分
野
の
事
に
つ
い
て
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

郷
土
の
事
を
知
る
、
大
い
な
る
参
考
書
で
あ
っ
た
。（
長
崎
文
献
社
刊
・
一
、四
〇
〇
円
）

一
、「
写
真
集
」は『
長
崎
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
写
真
集
外
編
①
』で「
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
見
た
長
崎
・
熊
本
」の

長
大
図
書
館
長
姫
野
先
生
序
文
、同
大
相
川
名
誉
教
授
解
説
。
知
ら
な
か
っ
た
事
を
多
く
教
え
て
戴
い
た

（
長
崎
文
献
社
刊
・
一
、八
〇
〇
円
）

一
、
富
山
市
の
井
村
宏
隆
氏
よ
り
金
沢
市
在
住
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
史

研
究
家
の
木
越
邦
子
女
史
著
述
の「
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
」を
拝
受
。

多
く
の
長
崎
関
係
の
資
料
も
記
し
て
あ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
。

（
柱
書
房
刊
・
二
、〇
〇
〇
円
）

西
山
台
小
学
校
6
年
　
永
川
　
暖
久

「城のこし」山頂付近の石垣のような物
（調査中の永川君）

焼山城跡地の打込みハギの石垣


